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≪本日の議題≫

I. 前中計の総括（2019～2021年度） P. 3

II. 中長期経営方針（～2030年度） P. 16

III.新中期経営計画（2022～2024年度） P. 31

IV. 参考資料（当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献） P. 60
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Ⅰ．前中計の総括（2019～2021年度）
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連結業績 ／ Ⅰ．前中計総括

クロアリ市況上昇の追い風もあり、過去最高の売上・利益を達成

8,900 9,186 286

1,100 1,440 340

10% 以上 15.7% 達成

10% 以上 16.3% 達成
ド ル [ ￥ / ＄ ] 110 112 2
ユ ー ロ [ ￥ / € ] 125 131 6
ナ フ サ [￥/ｋｌ] 46,000 56,875 10,875
ベ ン ゼ ン [ ＄ / Ｔ ] 600-700 994 344
Ｐ Ｖ Ｃ [ ＄ / Ｔ ] 800-900 1,373 523
Ｖ Ｃ Ｍ [ ＄ / Ｔ ] 650-750 1,208 508
液 体 苛 性 [ ＄ / Ｔ ] 350-450 515 115
モノメリックＭＤＩ [ ＄ / Ｔ ] 2,150-2,350 2,585 335
ポリメリックＭＤＩ [ ＄ / Ｔ ] 1,250-1,450 2,463 1,113

目標

売 上 高

営 業 利 益

営 業 利 益 率

Ｒ Ｏ Ｅ

（億円）

実績

2021年度

差異
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セグメント別業績 ／ Ⅰ．前中計総括

石油化学 ： 原燃料価格上昇は販売価格に転換、目標達成
ク ロ ・ ア リ ： 中国環境規制・米国自然災害等で市況高騰、大幅増収増益
機能商品 ： ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ事業復調、臭素・難燃剤市況上昇、目標利益達成

石 油 化 学

ク ロ ア リ

機 能 商 品

エ ン ジ 他

合　　計

石 油 化 学 150 8.6% 157 8.8% 7 0.3%

ク ロ ア リ 410 12.9% 695 19.2% 285 6.4%

機 能 商 品 430 18.0% 435 19.2% 5 1.3%

エ ン ジ 他 110 7.0% 153 10.0% 43 3.0%

合　　計 1,100 12.4% 1,440 15.7% 340 3.3%

※％は売上高営業利益率

営

業

利

益

売

上

高

22
426

△ 128
△ 34

286

（億円）

8,900

1,772
3,616
2,262
1,536
9,186

目標 実績 差異

2021年度

1,750
3,190
2,390
1,570
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四半期毎営業利益推移 ／ Ⅰ．前中計総括

２０１９年度４Ｑコロナで業況悪化、２０２０年度１Ｑは赤字転落
２０２０年度３Ｑ以降クロアリが業績牽引、塩ビ・ウレタン原料市況高騰
機能商品はコロナで２０２０年度業績低迷、２０２１年度回復基調
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設備投資・M&A ／ Ⅰ．前中計総括

【主な投資案件】
コモディティ (350億円)
▪ 発電設備効率化
▪ 発電ボイラバイオマス混焼対応
▪ 高度さらし粉（スクラップ＆ビルド）
スペシャリティ (650億円)
▪ クロロプレンゴム（デボトル）
▪ グリコカラム・溶離液（自動化）
▪ 臭素（スクラップ＆ビルド）
▪ 石英ガラス素材・加工品（増設）
インフラ
▪ 総合物流倉庫新設
▪ エチレン・ＶＣＭ船更新
▪ 東京研究センター研究棟新設＆改修

３ヵ年累計投資額は計画を２００億円上回る

Ｍ＆Ａはバイオ関連中心に探索・入札も、落札には至らず

設備投資

1,400 

2019実績

611 

2020実績

506 

2021実績

480 

0

400

800

1,200

1,600

計画 実績

2019～2021年度3ヵ年累計設備投資額
（億円）

1598億円

262 237 331 279 
378 395 

648 611
506 480

350 318 328 318 274 298 313 321 375 376
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設備投資 償却費

（億円） 設備投資／償却費の推移
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研究開発体制 ／ Ⅰ．前中計総括

 研究インフラの刷新・機能拡充

全研究拠点の建屋・設備を刷新

（総額200億円超投入）

- 南陽・四日市の研究棟は建替え完了、

東京研究センター建替えにも着手

 オープンイノベーションの推進

東京大学にゼオライト・ジルコニア関連の社会連携講座を設置

- ゼオライト ： 2019年6月設置、革新的合成プロセスの構築等を目指す

- ジルコニア ： 2020年7月設置、セラミックスの概念を覆すジルコニア特性の向上を目指す

 ＭＩ技術構築を本格化

専任スタッフで構成するＭＩチームを編成、技術構築を本格化

- 全研究員に電子実験ノートを配布、実験データの蓄積を効率化

 先端技術の獲得

ファンドに出資、革新技術の獲得に向け情報収集

- 有望案件については共同研究等を実施

（南陽 新研究棟） （四日市 新研究棟）

研究開発体制の整備・拡充
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ＴＲＣ法により新型コロナウイルスを検出する遺伝
子検査試薬を開発・上市。咽頭の粘液に含まれる核
酸（ＲＮＡ）を複写・増幅し、新型コロナウイルスに

特徴的なＲＮＡと結合して発光する試薬。当社の
自動遺伝子検査装置を用いて、新型コロナウイルス
を約40分程度で高感度に検出可能。

当社の全自動免疫測定装置を用いて、新型コロナ
ウイルスを構成するヌクレオカプシドたんぱく質とスパイク
たんぱく質に対する抗体を検出する試薬を開発・上市。
また、同ウイルスの抗原検査試薬も開発・上市を完
了。
これにより、同一装置で新型コロナウイルスの抗原・

抗体検査が可能。

抗体検出試薬

検査装置TRCReady-80検査試薬

研究開発成果① ／ Ⅰ．前中計総括

測定装置AIA-CL2400

抗原検査試薬

新型コロナウイルス遺伝子検査試薬を開発・上市

新型コロナウイルス抗原・抗体検査試薬を開発・上市
（横浜市立大学・関東化学㈱との共同開発）

新規卵巣がんマーカーの測定試薬を開発・上市

卵巣がん診断の補助に用いられる新規マーカーの測定試薬を開発。本試薬は卵巣腫瘍の良性・悪性の判別に
有効。当社専用装置を用いて、約20分で測定可能。
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セルフトロンは“世界トップレベルの高導電性”と“可溶性”を両立する高分子。
可溶性なので塗布・含侵により、あらゆる素材に導電性を付与できる（導電性
樹脂、導電性繊維etc.） 。幅広い分野での使用が期待され、用途開発を推
進中。５Gや自動車ＥＶ化などで需要が急増するコンデンサの小型・大容量
化へ貢献。

エミデリートはシックハウス症候群の原因物質であるアルデヒド類を高効率かつ高速で捕捉。従来捕捉が困難であったアセ
トアルデヒドの捕捉性能にも優れ、またアミン類、アンモニア、硫化水素などの不快な匂い成分も捕捉可能。
住宅室内や自動車内空間におけるＶＯＣ対策、消臭に有効な捕捉剤として用途開発を推進中。淡黄色・無臭の水

溶液。スプレー噴霧での使用も可能。

研究開発成果② ／ Ⅰ．前中計総括

可溶タイプ導電性高分子（セルフトロン）を開発・上市

燃焼排ガスからのCO2回収に利用可
能な高性能アミンを開発。CO2回収用
アミンは省エネ性能（少ないエネルギー
でCO2を回収）と耐久性（ＮＯｘ等

に対して劣化が少ない）が求められるが、
本開発品はラボ評価でその両方に対し

て優れた値を示す。既製品はアミンがＮ
Ｏｘによって分解されるため、ＮＯｘ耐
性が低いという課題があった。

高性能アルデヒド捕捉剤（エミデリート）を開発

ＮＯｘ耐性に優れたＣＯ2回収用アミンを開発

アミン

排ガス

脱CO2排ガス

熱交換

CO2ガス

吸収塔 放散塔

CO2NOx

アミン+CO2

アミン+NOx

汎用アミン⇒分解劣化

DR-001 ⇒劣化無し

アミン+NOx
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異種のプラスチックから成る製品のリサイクルはプラスチック同士が混ざり合わないことが課題だが、メルセンＳを
添加して相溶性（混ざり合う性質）をコントロールすることでリサイクル可能。メルセンＳはリサイクル樹脂の物
性低下（強度等）を抑制でき、また成形時の増粘や黄変、フィッシュアイ等を低減する効果もある。

粒子構造の再設計により、従来の焼成温度（1500℃）よりも低温（1250℃）
で焼結できるジルコニア『Ｚｇａｉａ』シリーズを開発。焼成温度を低下させることで
省エネ・CO2排出削減にも貢献。
『Ｚｇａｉａ １．５Ｙ-HT』グレードは安定化剤であるイットリアの添加量を下げ

ることで従来品よりも高い靭性（衝撃に強い）を実現。これまでは低イットリア添加量
のジルコニアは焼結不可能とされていた。
『Ｚｇａｉａ ３Ｙ-ＬＤ』グレードはイットリア添加量は従来通りだが、イットリウム

イオンの分布をナノスケールで均一にしたことで驚異的な耐久性を実現。

研究開発成果③ ／ Ⅰ．前中計総括

複合プラスチックのマテリアルリサイクル助剤 (メルセンＳ) を開発

低温焼結可能な環境対応ジルコニア (Zgaiaシリーズ) を開発

スパッタ法による窒化ガリウム (GaN) の薄膜成形技術を開発

窒化ガリウム（ＧａＮ）は青色発光ダイオード（ＬＥＤ）の材料に用いられている半導体。ガリウム（Ｇａ）と窒
素（Ｎ）の化合物でパワー半導体（電気の整流・電圧の昇降・周波数変換等を行う半導体）の素材として注目さ

れる。ＧａＮを使用した半導体はシリコン（Ｓｉ）製半導体に比べエネルギー損失を約１０分の１に抑えられる。
ＧａＮはＣＶＤ法での成膜が主流だが、ＣＶＤ法は原料の利用効率が低いことに加え、高価な可燃性ガスを大

量に使用することが課題。また、成膜には1000℃以上の高温が必要であり、成膜できる材に制約がある。
一方、当社が開発したスパッタ法によるＧａＮ成膜は、少量の不燃性ガスを用いて室温での成膜が可能であり、低コ

ストで安全に様々な材への成膜が可能。

ジルコニア粉末
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安全・安定操業 ／ Ⅰ．前中計総括

 予防保全の強化
通常修繕に加え2014～2021年度累計250億円投じて予防保全強化

 スマート保安の推進
運転支援システム、異常予兆検知システム等を導入

 安全教育の拡充
プラント操作やプラント事故を疑似体験・体感できる施設を拡充

 工事体制の強化
協力会社と一体となり安全管理体制を強化する取り組みを展開

 労働災害、プラント異常現象、重大トラブルが着実に減少

 機会損失が低減、コモディティ事業の収益拡大に寄与

安全レベル向上に向けた取り組み
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財務基盤 ／ Ⅰ．前中計総括

財務基盤強化には一定の目途、ネットＤＥレシオはマイナス (実質無借金)
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株主還元 ／ Ⅰ．前中計総括

安定配当の継続を基本とし、配当性向３０％目安に株主還元を実施

自己株取得（１００億円）で株主還元を充実

１ 株 当 り 56 円 60 円 80 円

支 払 額 182 億円 191 億円 255 億円

取 得 株 数 678 万株 － －

取 得 額 100 億円 － －

32.7% 30.3% 23.6%

50.8% 30.3% 23.6%

配 当 性 向

総 還 元 性 向

2019年度 2020年度 2021年度

配

当

金

自

己

株
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CO2排出削減 ／ Ⅰ．前中計総括

2018年度GHG排出量 ８３３万㌧

2021年度GHG排出量 ８３２万㌧

諸施策削減 △２７万㌧

生産増等 ＋２６万㌧

【CO2削減設備投資（2019～2021年度） 】

▪ 苛性ｿｰﾀﾞ電解槽の省エネ改造

▪ ナフサ分解炉効率化＆ガスタービン設置で余剰副生

ガス有効利用

▪ 発電設備へ最新鋭タービン・ローター導入

▪ 動力プラントへ最適負荷バランスシステム導入

▪ 発電ボイラ設備改造でバイオマス混焼増

▪ セメントプラント設備改造で廃棄物受入増
エネルギー起源 ： 化石燃料の燃焼で排出されるCO2

プロセス起源 ： 製造プロセスの化学反応で排出されるCO2

主として、セメント主原料の石灰石が熱分解される際に排出されるCO2

２０１８年度比でＧＨＧ排出量１万㌧減少

諸施策実施で２７万㌧削減も、生産増等で２６万㌧増加
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Ⅱ．中長期経営方針（～2030年度）
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“持続可能な企業”の第一条件は

「ステークホルダーに信頼される企業」であること

はじめに ／Ⅱ．中長期～2030年度

その実現に向け、

① 安全生産・安定供給で顧客、サプライヤー、行政の信頼を得る

② 持続可能な製品開発により、社会全体やコモン（人類の共有

財産）へ貢献する

その結果として、

③ 安定した収益を上げ、成長投資で企業価値を高めることで、株

主、従業員、顧客、取引先、地域社会などのステークホルダー

の信頼を得る

代表取締役社長 桒田 守

社長就任にあたり
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“化学の革新を通して、幸せを実現し、社会に貢献する”

企業理念 ／ Ⅱ．中長期～2030年度

 事業を通じた社会の持続可能な発展への貢献

社会課題を解決し、人々の幸福に寄与する製品を提供

 安全・安定操業の確保

経営の最重要課題と認識し、真摯に取り組む

 自由闊達な企業風土の継承・発展

人権と多様性を尊重する風通しの良い職場環境を育む

 地球環境の保全

環境負荷の最小化にバリューチェーン全体で取り組む

 誠実な企業活動の追求

誠実で透明性の高い企業活動を通じて、

信頼される企業グループの実現

ＣＳＲ基本方針
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経営環境 ／ Ⅱ．中長期～2030年度

脱炭素

米中覇権争い

自国第一主義

コロナ共生ﾛｼｱ・ｳｸﾗｲﾅ紛争

中国政策動向

異常気象災害

『安全保障』

『サプライチェーン』

新しい概念・秩序が形成

『生活様式』

『物価』

格差社会
新秩序への
移行混迷

世界は未曾有の変革を求められる
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経営課題 ／ Ⅱ．中長期～2030年度

成長
(収益・事業規模拡大)

CO2排出削減

『成長』 と 『脱炭素』 の両立が最大の経営課題

成長投資
脱炭素投資
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ロシア・ウクライナ紛争の影響 ／ Ⅱ．中長期～2030年度

ロシア・ウクライナ紛争は長期化の様相、エネルギー価格安定には時間を要す

ロシア・ウクライナ紛争長期化

▪ エネルギーの多様化進行

▪ エネルギー資源は “インフレ基調” で

“サプライチェーン再編”

エネルギー価格安定には時間を要す
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目指す収益構造（～2030年度） ／ Ⅱ．中長期～2030年度

コモディティは収益事業として定着も、今後は脱炭素対応に注力

スペシャリティで１０００億円超の利益基盤を構築

※スペシャリティ ＝ 「機能商品ｾｸﾞﾒﾝﾄ」＋「機能性ﾎﾟﾘﾏｰ製品（石化）」＋
「機能性ｳﾚﾀﾝ製品（クロアリ）」
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石油化学事業～ナフサクラッカーの保持～／Ⅱ．中長期～2030年度

▪ 国内のナフサクラッカーは能力余剰（国内は「需要＜供給」）

▪ 当社は「中京地区でナフサクラッカーを唯一保有」＆「国内最大の

エチレンバイヤー」

▪ 現時点では需要先（自家消費含む）確保も、将来は不透明

▪ 石化製品内需減少で国内ナフサクラッカーは再編の可能性有り

▪ 中長期では「安定需要先の確保」＆「脱炭素コストの価格転嫁」が

クラッカー保有の大前提

▪ 石化製品ケミカルリサイクルの可能性追求、資源循環型エチレンセ

ンターへの変貌を模索 ※ケミカルリサイクル：化学物質に転換して再利用

当社ナフサクラッカーを取り巻く環境

ナフサクラッカーの保持
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2016年以降、中国環境規制強化で収益事業に定着

クロアリ事業～収益事業としての存続～／ Ⅱ．中長期～2030年度

▪ 苛性・塩素とも社会生活維持に

不可欠、経済成長に合わせて需

要増加

▪ 苛性・塩素の大量安定供給を前

提に多くの産業が成立
※苛性世界需要８０百万ﾄﾝ

▪ 苛性・塩素の機能・需要量に鑑み、

他製品での代替は不可能

▪ 電解事業はエネルギー多消費、

動力源の脱炭素には巨額投資

＆燃料転換が必要

▪ 収益事業としての存続には「脱

炭素コストの販売価格への転

嫁」＆「海外との税制面でのイ

コールフッティング」が鍵

電解・塩ビ事業を取り巻く環境 収益事業としての存続
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クロアリ事業～海外製造拠点～／ Ⅱ．中長期～2030年度

▪ 人口減に伴い、日本の内需は減少

▪ 脱炭素下で、小資源国日本にしか製造拠点がないことの劣位性

▪ 脱炭素エネルギーが安価に入手でき、成長市場に近い地域に製造拠

点を持つことの優位性

▪ 脱炭素対応が進むなか、サプライチェーンの安定に向け、貿易型から地

産地消型への移行が進展

▪ クロアリ事業の収益基盤拡充・リスクヘッジには、海外に市場立脚型の製

造拠点を保有することも選択肢の一つ

電解・塩ビの海外製造拠点を持つ意義

クロアリ事業の長期展望
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スペシャリティ事業～収益拡大～ ／ Ⅱ．中長期～2030年度

成長分野の能増・シェア拡大、新規事業・Ｍ＆Ａによる利益積み増しで

１０００億円超の利益基盤を構築

【１９-２１年度】
≪能力増強≫

・ 臭素
・ ジルコニア
・ ＣＲ
・ 石英素材＆加工（日本）
・ 石英＆ターゲット（米国）

【２２-２４年度】
≪能力増強≫

・ 臭素＆難燃剤 ・新規事業
・ ＣＲ ・Ｍ＆Ａ
・ ジルコニア
・ 分離剤
・ 石英素材＆加工（日本）
・ ターゲット（米国）

※スペシャリティ ＝ 「機能商品ｾｸﾞﾒﾝﾄ」＋「機能性ﾎﾟﾘﾏｰ製品（石化）」＋
「機能性ｳﾚﾀﾝ製品（クロアリ）」

投
資
効
果

投
資
効
果

【２４-２７年度】

・ 成長分野能増
・ 新規事業
・ Ｍ＆Ａ

投
資
効
果

＋
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日本のエネルギー政策等が具体化

技術革新、ＣＯ２フリー燃料の流通が進展

省エネ投資
ＣＯ２回収・原料

化技術の開発

動力源への対応

事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ再構築

脱

炭

素

脱炭素対応の方向性 ／ Ⅱ．中長期～2030年度

日本のエネルギー政策、技術革新の動向、ＣＯ２フリー燃料の流通状況等
を踏まえ、脱炭素に向けた諸施策を遅滞なく実施

当社はCO2排出量の8割以上がエネルギー起源、脱炭素にはプラント動力源
への対応が必要
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【主な施策】

ＣＯ２原料化

▪ COﾌﾟﾗﾝﾄでのCO2原料化

▪ 発電所排ｶﾞｽCO2からｳﾚﾀﾝ原料合成

省エネ投資

▪ 最新鋭ﾀｰﾋﾞﾝ導入

▪ 電解槽の省ｴﾈ改造

▪ ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ追加設置によるｴﾈﾙｷﾞｰ効

率化

発電設備燃料転換

▪ 既設ﾎﾞｲﾗでのﾊﾞｲｵﾏｽ混焼増による石

炭使用減

▪ ﾊﾞｲｵﾏｽ専焼可能な循環流動層ﾎﾞｲﾗ

の導入

ポートフォリオによる削減

２０３０年度３０％削減（2018年度比）に向け具体的な施策を実施

現行技術での３０％削減は発電設備燃料の木質バイオマス転換が主体、
循環流動層ボイラ導入で燃料多様化図る

ＣＯ２原料化は化学メーカーの使命、優先度を上げ取り組み強化

ＣＯ2削減中期目標 ／ Ⅱ．中長期～2030年度
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脱炭素への取り組み～動力燃料転換～／ Ⅱ．中長期～2030年度

 微粉炭ボイラでの木質バイオマス混焼増
微粉炭ボイラは燃焼効率を上げるため石炭を微粉にして使用。木質バイオマスも微

粉にすれば微粉炭ボイラで使用可能だが、粘り気のある木材を大量に粉砕するには超

大型ミル（巨額投資）が必要。そのため、現行設備での木質バイオマス混焼増には

限界があるが、木質バイオマスは炭化すれば粉砕が容易になり、現行設備でも混焼比

率を増加させることが可能。

 老朽化した微粉炭ボイラ１缶を循環流動層ボイラに更新
循環流動層ボイラは、あらゆる有機物を燃料として使用可能。燃料の粉砕も不要。

木質バイオマス専焼ボイラとして使用することも可能。

※ 樹木は光合成によって大気中のＣＯ2を吸収・固定。木材をエネルギーとして燃やすとＣＯ2を発

生するが、このＣＯ2は伐採後の森林を再生すれば再び樹木が成長する過程で吸収される。木材

のエネルギー利用は大気中のＣＯ2濃度に影響を与えないと考えられている。

木質バイオマス使用増によるＣＯ2排出削減
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脱炭素への取り組み～研究開発等～／ Ⅱ．中長期～2030年度

ＣＯ2回収用アミンの製品化に向け、実証試験プラントを設置
燃焼排ガスからのCO2回収に利用可能な高性能アミンを開発。CO2回収用アミンは省エネ性能（少ないエネルギーでCO2

を回収）と耐久性（ＮＯｘ等に対して劣化が少ない）が求められるが、本開発品はラボ評価でその両方に対して優れた値を
示す。製品化に向け、実証試験プラントを設置するとともに、回収したＣＯ2の有効利用についても開発を推進。

当社と三菱瓦斯化学㈱が応募した「ＣＯ2を原料とする機能性プラスチック
材料の製造技術開発」がＮＥＤＯグリーンイノベーション基金事業に採択

ポリカーボネートやポリウレタン等の製造において、ホスゲンに代えてＣＯ2を原料とする製造プロセスの開発を目指す。ホスゲン
を不要にすることでホスゲン製造時のＣＯ2排出量を削減。事業期間は2021～2028年度。

山口県周南市の公共施設から
発生する剪定樹木を有効活用

当社は周南市及び和泉産業㈱と、同市の公共施設から
発生する剪定樹木を当社自家発電所の燃料として利用す
る協定を締結。和泉産業㈱は剪定樹木をチップ化し、当
社がそれをバイオマス燃料として使用。

周南市での木質バイオマス地産地消に
よる森林循環利用に関する協定締結

周南市は当社及び出光興産㈱、㈱トクヤマ、丸紅㈱と「木質バ

イオマス材利活用及び森林整備等に関する連携協定書」を締結。

植林時から木質バイオマス材としての利用を前提に森林を整備。当
面は市有林を活用して最適な早生樹の選定や低コストでの育成
法の実証に取り組む。

当社と共同研究機関が応募した「ＣＯ2分離膜システム実用化研究開発」
がＮＥＤＯ委託プロジェクトに採択

火力発電所等から排出されるＣＯ2を分離回収する膜技術について、実ガスに適用可能なシステムの開発を目指す。京都
工業繊維大学、東京工業大学との共同実施。事業期間は2021～2023年度。
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Ⅲ．新中期経営計画（2022～2024年度）
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脱炭素下での事業運営 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

『 脱 炭 素 』 が 進 展

▪ エネルギー源の多様化
▪ エネルギー多消費型産業へ
の規制強化

▪ 原燃料・製品の需給環境が
グローバルで変動

▪ 新たな市場価格が形成

特に、コモディティ製品
の市場動向が不透明

スペシャリティ事業の収
益拡大が急務

脱炭素下ではスペシャリティの収益拡大が急務
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 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ経営を基本としつつ、ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨの収益拡大に注力
【コモディティ】 “事業強化“と”ＣＯ２排出削減”を最適な組合せで実施、

適正なコスト負担・価格転嫁による安定供給維持

【スペシャリティ】 比較優位のある事業への能増投資、成長分野への経営
資源重点配分、新規事業の育成により収益基盤を拡充

 CO2排出削減・有効利用に向け総力結集
脱炭素対応を全方位から推進、持続可能な社会の実現に向け企業責務

を全うする

 健全財務に依拠した攻めの投資
脱炭素下では事業環境が大きく変動、この変化を好機と捉え、タイムリーな

戦略投資で将来への布石を打つ

安全基盤の強化、安全文化の定着・深化
プラントの安全操業は全てに優先、安全基盤の強化、安全文化の定着・深

化に向け取り組み継続

基本方針 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

経営基本方針（2022～2024年度）
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業績目標 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

原燃料高騰によるコモディティ減益をスペシャリティでカバー、最高益更新を目指す

9,186 11,600 2,414

1,440 1,500 60

15.7% 10% 以上 －

16.3% 10% 以上 －
ド ル [ ￥ / ＄ ] 112 125 13
ユ ー ロ [ ￥ / € ] 131 135 4
ナ フ サ [￥/ｋｌ] 56,875 75,000 18,125
ベ ン ゼ ン [ ＄ / Ｔ ] 994 1,000-1,100 56
石 炭 [ ＄ / Ｔ ] 152 250 98
Ｐ Ｖ Ｃ [ ＄ / Ｔ ] 1,373 1,300-1,400 △ 23
Ｖ Ｃ Ｍ [ ＄ / Ｔ ] 1,208 1,100-1,200 △ 58
液 体 苛 性 [ ＄ / Ｔ ] 515 450-550 △ 15
モノメリックＭＤＩ [ ＄ / Ｔ ] 2,585 2,300-2,500 △ 185
ポリメリックＭＤＩ [ ＄ / Ｔ ] 2,463 2,050-2,250 △ 313

売 上 高

営 業 利 益

営 業 利 益 率

Ｒ Ｏ Ｅ

実績

2021年度 2024年度
差異

（億円）

目標
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セグメント別業績目標 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

石油化学 ： ナフサ上昇は価格転嫁でクラッカー高稼働維持、一定利益確保
ク ロ ・ ア リ ： コスト増は価格転嫁で吸収、高利益水準を維持
機能商品 ： 半導体関連製品の収益拡大を計画

石 油 化 学

ク ロ ア リ

機 能 商 品

エ ン ジ 他

合　　計

石 油 化 学 157 8.8% 150 6.4% △7 △2.5%

ク ロ ア リ 695 19.2% 550 12.5% △145 △6.7%

機 能 商 品 435 19.2% 610 20.3% 175 1.1%

エ ン ジ 他 153 10.0% 190 10.3% 37 0.3%

合　　計 1,440 15.7% 1,500 12.9% 60 △2.8%

※％は売上高営業利益率

※スペシャリティ ＝ 「機能商品ｾｸﾞﾒﾝﾄ」＋「機能性ﾎﾟﾘﾏｰ製品（石化）」＋「機能性ｳﾚﾀﾝ製品（クロアリ）」

営

業

利

益

スペシャリティ営業利益 580 750 170

売

上

高

1,772 2,350 578

3,616 4,400 784

2,262 3,000 738

1,536 1,850 314

9,186 11,600 2,414

（億円）

2021年度 2024年度
差異

実績 目標
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キャッシュフローイメージ ／ Ⅲ．新中計～2024年度

営業キャッシュフロー
２６００ ～
３２００ 億円

2022～2024年度
３ヵ年累計Cash-IN

設備投資
２０００ 億円

Ｍ＆Ａ
α 億円

配当
７７０ 億円

脱炭素追加対応
α 億円

自己株取得
α 億円

2022～2024年度
３ヵ年累計Cash-OUT

注3)

注3) 1株80円配当を３ヵ年実施した場合の金額

ＣＯ2削減投資等もあり、資金需要は旺盛

（億円）

営 業 Ｃ Ｆ 1,157 1,154 775 999 951 1,086

投 資 Ｃ Ｆ △347 △431 △633 △703 △464 △435

配 当 等 Ｃ Ｆ △94 △185 △195 △182 △280 △197
注1)

借入金他ＣＦ △611 △331 △88 △63 305 △333
注2)

ト ー タ ル Ｃ Ｆ 105 207 △141 51 512 121

注1) 自己株取得△100億円　　注2) コロナ不測事態に備え310億円借入（借入・返済ネット）

年度

202120202019201820172016

年度 年度 年度 年度 年度
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投融資計画 ／ Ⅲ．新中計～2024年度
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【主な設備投資計画】

通常投資

▪ ＣＲ（増設）

▪ 臭素・難燃剤（増設）

▪ 分離精製剤（増設）

▪ ジルコニア粉末（増設）

▪ ＭＤＩスプリッター海外設置

▪ ターゲット（米国能増）

▪ 石英素材・加工品（能増）

ＣＯ2削減投資

▪ 循環流動層ボイラへの更新

▪ ガスタービン追加設置

▪ ＣＯプラントＣＯ2原料化設備導入

※ 投資金額は支払ベース

スペシャリティ中心に積極投資を展開

設備投資にはＣＯ2削減投資３００億円含む

Ｍ＆Ａはバイオ関連を中心に探索

スペシャリティ 800
コモディティ 400
ＣＯ2削減 300
共有資産他 500

合 計 2000億円
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株主還元 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

 安定配当を基本とし、自己株取得による資本効率向上にも努める

 配当性向は３０％を目安とする

 自己株取得はフリーＣＦの水準等を勘案して機動的に実施する

株主還元方針
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研究開発体制 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

コーポレート系研究 （主として新規事業の探索）

アドバンストマテリアル
研究所

有機・無機融合技術をベースとした先端材料技術

の研究開発

ファンクショナルポリマー
研究所

分子構造・機能設計などの技術を融合し、光学・電

子・生体機能などを有する新規ポリマー材料の創出

ライフサイエンス
研究所

検査技術や医薬精製

用分離剤など健康・医

療分野の新材料・技術

の創出

無機材料
研究所

電子・環境・エネルギー

分野での新規無機機

能製品の開発

有機材料
研究所

情報・電子分野、環境

関連分野での新規有

機機能製品の開発

高分子材料
研究所

触媒、重合、物性制御

など高分子分野におけ

る基盤技術の構築

ウレタン
研究所

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ原料の分子設

計と加工・成形技術の

融合による新規機能性

ｳﾚﾀﾝ材料の創出

事業系研究 （主として既存事業の強化）

高機能材料
事業

有機化成品
事業

石化・ポリマー
事業

ウレタン
事業

バイオサイエンス
事業

７研究所体制でスペシャリティ分野を中心に研究開発を推進

バイオサイエンス
開発部

新製品の開発、既存製

品の改良・グレード拡充

( )
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研究開発の加速に向けた取り組み ／ Ⅲ．新中計～2024年度

研究開発加速

▪ 2023年ＭＩセンター設立に向け要

員・設備を拡充、実験データ・ノウハウ

蓄積を加速

▪ 外部技術導入によりＭＩ技術を高度

化

ＭＩ技術による材料設計効率化

▪ 素材系とバイオ系ＶＣファンドから先端

技術情報を収集

▪ 米国へ研究駐在員派遣、技術情報の

スクリーニングを迅速化

▪ 有望案件は共同研究・出資を模索

先端技術の獲得

▪ 大学・外部研究機関の知見・技術を

積極活用

▪ ＣＯ2分離・有効利用・プラスチックリサ

イクル等はＮＥＤＯプロジェクト参画に

より開発強化

オープンイノベーションの推進

▪ 前中計期間に南陽・四日市の研究イ

ンフラを刷新

▪ 先端技術研究拠点の東京研究セン

ターを建替え・改修
（2024～2026年順次竣工・100億円）

研究インフラの有効活用
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重点３分野に経営資源集中

41

研究開発の重点３分野 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

「ライフサイエンス」「電子材料」「環境・エネルギー」を重点３分野に据え、

研究開発資源を集中投下

▪ ＣＯ2分離回収・有効利用技術
▪ 廃プラスチックリサイクル技術
▪ 次世代電池材料

環境・エネルギー分野

▪ ディスプレイ材料
▪ 高速大容量通信材料
▪ 半導体関連材料

電子材料分野

▪ バイオプロセス上流工程製品
（培養基材等）
▪ バイオプロセス下流工程製品
（カラム、分離剤等）
▪ 新規診断・検査製品

ライフサイエンス分野
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プラント安全管理体制 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

攻めの安全文化
の定着・深化

運転支援システム
- 非定常作業等の自動化

異常予兆検知システム
- ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ活用で早期検知

電子日報
- 申し送り内容の電子化

運転管理

運転管理用タブレット
- 情報を現場と計器室で共有

サイバーセキュリティ
- ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ強化

生産スケジューラー
- 生産計画の最適化

人材育成

Know-Why教育
- 原理原則の理解

体感型教育施設
- 挟まれ、被液体感等

安全専門技術者育成
- 横浜国立大学へ派遣

ﾌﾟﾗﾝﾄ操作ｼﾐｭﾚｰﾀｰ
- 機器操作を疑似体験

非定常操作対応訓練
- 非定常操作を体験・実習

安全管理

異常反応解析
- 機械的に反応ﾘｽｸを検証

多重要因解析
- 事故進展ｼﾅﾘｵとその要因解析

リスク評価の定量化
- 頻度・影響度の評価基準を定量化

設備保全用タブレット
- 運転管理部門・協力会社との情報共有

設備管理

腐蝕画像データ解析
- 腐蝕画像を機械学習により判定

ドローン点検
- 高所・海水配管などを点検

工事管理
（協力会）

作業管理
（協力会）

工事体制強化
- 入構者教育の拡充等

入構者管理
- 通門証ICｶｰﾄﾞでの入構者管理

構内委託作業の連携強化
- 委託業務の明確化、教育強化等

委託設備の保全体制
- 事後保全から予防保全へ

安全基盤の強化・安全文化の醸成に向けた取り組みを継続・発展
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機能商品事業（バイオサイエンス） ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【診断】

【計測】

主な製品

機

能

商

品

事

業

バ

イ

オ

サ

イ

エ

ン

ス

事業方針

ＡＩＡ－ＣＬへの移行加速、検査項目拡

充、新規事業創出による事業基盤強化

バイオ医薬品向けシェア拡大、周辺事業への

製品展開、新規事業創出による事業規模拡

大

免疫検査機器、遺伝子検

査機器、グリコヘモグロビン

分析器、各種診断試薬等

計測機器、カラム、分離精

製剤等
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診断事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ コロナ沈静で健診再開、免疫検査・グ
リコヘモグロビン検査需要回復

▪ コロナでＡＩＡ－ＣＬ（全自動化学発光

酵素免疫測定）申請手続き遅延
▪ コロナ検査試薬開発・上市による特需

は一服

▪ 米国でのＡＩＡ－ＣＬ（全自動化学発

光酵素免疫測定）申請手続き加速
▪ ＡＩＡ－ＣＬ中・小型機上市＆検

査項目拡充による拡販体制強化
▪ コロナで遺伝子検査装置の導入進展、

検査項目拡充で事業拡大
▪ Ｍ＆Ａ等による事業領域拡充

三本柱

免疫検査
酵素免疫測定法を原理
とした免疫検査装置（
AIA装置）と専用試薬

ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ検査
糖尿病と関連のある糖化
ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ（A1c）
を測定する装置

遺伝子検査
核酸増幅技術（TRC法
）をﾍﾞｰｽにした遺伝子検
査装置と専用試薬

（AIA装置）

（ｸﾞﾘｺﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ分析装置） （遺伝子検査装置）

ＡＩＡｼｽﾃﾑ
（蛍光法）

ＡＩＡ-ＣＬｼｽﾃﾑ
（化学発光法）

「感度」「精度」
「迅速性」が向上

事業環境

主な施策

診断事業の三本柱

ＡＩＡ－ＣＬシステムへの移行推進
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計測事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 分離精製剤は抗体医薬品に加え核酸
医薬品分野でも需要拡大

▪ 当社分取ゲル（SuperQ-5PW）は
核酸医薬品精製のゴールドスタンダード

※ 分取ゲルはトヨパールより小粒径で高い分離性能を有する分離精製剤

▪ 分離精製剤デボトル増強（2023年商業

運転）、新系列増設（分取ゲル専用プラント、

2025年商業運転）を決定
▪ 100%子会社化した米国Semba社

を通じて、連続クロマト技術確立
▪ 米国子会社に分離剤充填済みカラム

の製造拠点を設置
▪ Ｍ＆Ａ等による事業領域拡充

【会社概要】
設 立：２００５年
所 在 国：米国ウィスコンシン州
事業内容：連続ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ関連製品の製造・販売

【株式取得】
時 期：2018年33.3% → 2021年10月100%取得
目 的：連続クロマトグラフィー技術の獲得、

分離剤・カラム事業とのシナジー創出

※ 連続クロマトグラフィーとは、複数のカラムを組み合わせて試料・溶離液

・洗浄液等の流れを自動制御し、複数のプロセスを並行して連続的に

行う手法。バイオ医薬品の製造コスト低減に有効。

事業環境

主な施策

Semba Biosciences, Inc 100％子会社化

（ProGMP 150 System） （Octave BIO System）

連続クロマトグラフィー装置 (Semba社)

分離剤はユーザーが自身でカラムに充填して使用するのが
一般的だが、医薬品メーカーでは製造設備のモジュール化や
シングルユース化に伴い充填済みカラムの需要が急増。バイオ
医薬品の一大市場である米国に充填拠点を構え、付加価
値を高めた製品・サービスを供給。

米国子会社に分離剤充填設備導入
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機能商品事業（高機能材料） ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【セラミックス】

【ゼオライト】

【電子材料】

【電池材料】

高機能品継続投入、原料鉱石多様化による

収益安定拡大

事業方針 主な製品

機

能

商

品

事

業

高

機

能

材

料

高機能・高品質品の安定供給力でﾌｧｲﾝｾﾗ

ﾐｯｸｽ分野でのｼﾞﾙｺﾆｱ世界ﾄｯﾌﾟｼｪｱ維持

高機能化とコスト低減両立によるシェア拡大

タイムリーな能力増強による半導体成長需要

の取り込み

ジルコニア粉末／ジルコニア

粉砕ボール／カラージルコニ

ア／セラミックス焼結体等

合成ゼオライト（ゼオラム、

ハイシリカゼオライト）等

石英ガラス素材・加工品

／各種ターゲット等

電解二酸化マンガン等
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セラミックス事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 歯科材料 ： 人口増・高齢化・金属
からの置換で先進国以外も需要拡大

▪ 装飾用途 ： 携帯機器・腕時計等の
高級機種への採用増

▪ 粉砕用途 ： 自動車向け積層コンデ
ンサー用途で需要伸長

▪ 高機能・高品質品の安定供給力で
競合圧倒

▪ ジルコニア粉末の増設検討

【ジルコニア特性】

力学特性
ジルコニアは強くてしなやか
なセラミックス。金属並みの
力学特性を目指す。

イオン伝導性
超高速イオン伝導性を追
求し、新たなクリーンエネル
ギーの開発を目指す。

加工性
ジルコニアは加工性に優れ
る。柔軟なジルコニアの実
用化を目指す。

透光性
高透光性を追求し、新た
な光学材料の開発に挑戦。

東京大学に社会連携講座を設置

本講座では、最先端の機器・科学・技術を駆使してジルコニアの
本質を理解し、その機能を極限まで高めることを目指す。
ジルコニアの機能発現メカニズムには未解明な点が多い。材料

特性を決める因子を解明し、原子レベルから組織を制御すること
で、飛躍的な機能向上が期待される。

事業環境

主な施策

・ 金属より硬い
・ 傷がつきにくい
・ 錆びない
・ 腐食に強い
・ 紫外線で劣化しない
・ 電気を通さない
・ 研磨すると輝く

【ファインセラミックスの特徴】

しかし・・ 脆い

ジルコニアは“脆さ”を解
決したファインセラミックス

ジルコニア粉末

ファインセラミックスの一つであるジルコニア
セラミックスは、ジルコニアに安定化剤として
イットリアを適量添加させることで結晶構造
を安定させ、セラミックスの欠点である“脆さ
“を解決。脆くないセラミックスとして、ジルコ
ニアは歯科材料や装飾用途、粉砕用途で
活躍。

ジルコニア ～ 脆くないセラミックス (焼き物) ～
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ハイシリカゼオライト事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【自動車分野】
▪ 商用車（長距離大型トラック等）の

電動化は課題山積
▪ 今後も各国で排ガス規制強化
▪ 乗用車需要消失でも、商用車需要

増（中国、インド等）で2035年の
需要規模は現状並みと推定

【石化・環境分野】
▪ コロナで需要減も、回復傾向

▪ 新規排ガス規制対応グレード投入によ
るシェア拡大

▪ 新規用途開発（ポスト自動車用途）

ゼオライトはシリカとアルミナの多孔質結晶体で、分子レベ
ルの細孔（細かい穴）が三次元で規則的に形成されてい
る。ゼオライトの細孔にはその直径より小さい分子のみが進
入でき、大きな分子とふるい分けができる。ゼオライトはこの
分子のふるい分け機能に加え、吸着、イオン交換、触媒作
用などの機能も有する。

（当社ゼオライトの結晶構造）

事業環境

主な施策

ゼオライトとは

0
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16

20

2021年 2024年 2027年 2035年

自動車排ガス処理触媒用途での当社需要予測

乗用車向け 商用車向け汎用品 商用車向け高機能品

（千㌧）

商用車
高機能品

欧米規制強化
で商用車向け高
機能品需要が
顕在化

商用車
汎用品

乗用車

商用車
汎用品

乗用車向け需要消失も、ア
ジアでも規制強化進み、商
用車向け高機能品需要が
拡大
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電子材料事業（石英ガラス・薄膜材料）／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 半導体市場は活況、供給不足継続、
半導体関連投資は高水準で推移

▪ 石英ガラス・ターゲット製品は半導体製
造向けで需要拡大

▪ タイムリーな能力増強
石英素材：断続的に増強中、大型増強計画にも着手

石英製品：先行投資継続中、自動化にも取り組む

ターゲット ：米国での大型増強決定

▪ 新規ターゲットの開発・上市

石英ガラス事業拠点 (東ソーグループ会社)

会社名 設立 拠点 事業内容

東ソー・エスジーエム（株） 1982年 山口県 製造(素材)

東ソー・クォーツ（株） 1936年 山形県 製造(製品)・販売

Tosoh Quartz, Inc. 1976年 米国 製造(製品)・販売

Tosoh Quartz Co., Ltd. 1999年 台湾 製造(製品)・販売

Tosoh Quartz Korea Co., Ltd 2019年 韓国 製造(製品)・販売

会社名 設立 拠点 事業内容

東ｿｰ・ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨﾏﾃﾘｱﾙ（株） 1994年 山形県 製造

東曹（上海）電子材料有限公司 2011年 中国 製造・販売

Tosoh SMD, Inc. 1988年 米国 製造・販売

Tosoh SMD Korea, Ltd. 1995年 韓国 製造・販売

Tosoh SMD Taiwan, Ltd 1997年 台湾 販売

真空状態のチャンバーにAr
ガスを導入し、高電圧をかけ
てArプラズマ（Arイオンと電
子の混合状態）を形成。プ
ラズマ中のArイオンをターゲッ
ト（薄膜の材料）に衝突さ
せターゲット表面の原子を弾
き飛ばすことで基板にナノ単
位の金属薄膜を形成。

事業環境

主な施策

光をよく通す
可視光線だけでなく、紫外線か
ら赤外線まで広い範囲で透過
特性を示す。

純度が高い
ＳｉＯ2（二酸化ケイ素）の
みでできており、金属不純物の
含有はほぼゼロ。

薬品に侵されにくい
化学的に極めて安定しており、
優れた耐薬品性を有す。

熱に強い
1000℃の高温で使用可能。
熱膨張しにくく、急激な温度変
化にも耐えられる。

石英ガラスは半導体製
造治具の材料に最適

石英ガラスの特徴

スパッタリングターゲット事業拠点 (東ソーグループ会社)

スッパタリングによる薄膜形成
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機能商品事業（有機化成品） ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【臭素・難燃剤】

【アミン】

【環境薬剤】

【有機機能材料】

有

機

化

成

品

機

能

商

品

事

業

原料優位に立脚した事業展開、能増による

成長需要取り込み

ローアミンの高付加価値化、誘導品コスト競

争力強化による収益安定

原料優位を活かしたシェア拡大、新規製品上

市による事業領域拡充

新規製品の開発・上市・用途拡充による新た

な収益源育成

事業方針 主な製品

臭素／臭化水素酸／臭

素系難燃剤等

エチレンアミン／ウレタン発

泡触媒等

重金属処理剤／炭化水

素系洗浄剤／ノンハロゲン

非引火性洗浄剤

導電性高分子（セルフトロ

ン）／アルデヒド捕捉剤

（エミデリート）
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臭素・難燃剤事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【臭素】
• 難燃剤用途中心に需要増加も、

海外メーカーは環境問題等で供給
に制約、市況は安定・上昇と想定

【難燃剤】
▪ 自動車電装化で電子基板向け需

要拡大も、臭素不足で需給逼迫、
市況は安定・上昇と想定

【臭素】
▪ 能力増強（30％増強、2023年初旬完工）

▪ 更なる能力増強（難燃剤需要伸長
取り込み）

【難燃剤】
▪ 臭素能増に併せ難燃剤も能力増強

※臭素・難燃剤とも2025年に供給不足に陥る見通し

事業環境

主な施策
【用途】

難燃剤が主用途、水処理の殺菌、石油掘削時の
比重調整、医薬中間体、臭素化ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ等

【製法】
海外ﾒｰｶｰは塩湖（死海等）、かん水（地下塩泉
） から臭素を抽出、当社（国内唯一の臭素メーカ
ー）は海水から臭素を抽出

【需要】
世界需要は60万㌧弱、年率3%の成長を見込む

【供給】
環境規制強化の中、塩湖の水位低下、かん水の
濃度低下等で海外ﾒｰｶｰは増産困難

（臭素）

臭素の需給環境
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臭素の需給予測

需要(臭素) 供給(臭素)

（千㌧）
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臭素系難燃剤の需給予測

需要(臭素系難燃剤) 供給(臭素系難燃剤)

（千㌧）



TOSOH CORPORATION

繊維等に塗布、含浸することで、それ自
体がアルデヒドキャッチャー材となり、周囲
のアルデヒドを捕捉。 52

新規製品（ｾﾙﾌﾄﾛﾝ／ｴﾐﾃﾞﾘｰﾄ）事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【セルフトロン（導電性高分子）】
▪ モバイル端末高機能化、自動車電装

化等でコンデンサ市場が拡大
【エミデリート（アルデヒド捕捉剤）】
▪ コロナ禍で生活環境改善要求・衛生

意識高まる

【セルフトロン】
▪ 当面はタンタルコンデンサ（モバイル

端末用途等）向けに注力し、事業
基盤を構築

【エミデリート】
▪ フィルター、消臭・柔軟剤、車載の主

要３分野を中心にﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ展開

アルデヒド発生源
に塗布することで、
シックハウス症候
群の原因物質で
あるアルデヒドの放
出を防止。

スクラバーやダクトへ噴霧す
ることで、排ガス中のアルデヒ
ドを捕捉。

事業環境

主な施策

大手コンデンサーメーカーでの採用が決定。コンデンサーは電
極膜に微細なくぼみ（ピット）を形成し、表面積を増やすこと
で大容量・小型化が進む。可溶性のセルフトロンはピットに隙
間なく浸透でき、コンデンサーの大容量・小型化に貢献。

セルフトロン 大手コンデンサーメーカーで採用

エミデリートの使用例



TOSOH CORPORATION 53

クロル・アルカリ事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【ＭＤＩ】

【機能性ウレタン】

化

学

品

セ

メ

ン

ト

ウ

レ

タ

ン

国内基盤強化による安定収益確保、海外展

開による収益拡大

廃棄物受入れ増によるコスト低減・社会貢献 普通ポルトランドセメント

モノメリック・ポリメリックＭＤ

Ｉ等
販売先多様化による収益安定、CO2原料化

の推進

ＨＤＩ／接着剤用ポリウ

レタン樹脂／ポリウレタンエ

ラストマー（熱可塑・熱硬

化）／ポリカーボネートジ

オール等

差別化・能力増強による収益基盤の拡充

事業方針 主な製品

ク

ロ

ル

・

ア

ル

カ

リ

事

業

苛性ソーダ／塩化ビニルモ

ノマー・ポリマー／塩酸／重

曹／高度さらし粉等
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電解・塩ビ事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 苛性ソーダはインド・東南アジア中心
に需要伸長も能増計画は限定的、
海外市況は高水準維持

▪ 塩ビ樹脂はインド等で需要増加、世
界需要は堅調に推移

▪ 省エネ・ＣＯ2削減対応が必要

▪ 東北東ソー化学にて塩酸・苛性拡販
体制整備（半導体向け需要増）

▪ 南陽・四日市両事業所にてＣＯ2排
出削減の大型投資実施、ＣＯ2フリー
苛性の供給も視野

▪ 脱炭素対応の適正なコスト負担・価
格転嫁

▪ 海外製造拠点新設の継続検討

【会社概要】
設 立：１９６５年
所 在 国：フィリピン
事業内容：苛性ソーダ・塩素の製造・販売

【能力増強】
生産能力：苛性ソーダ１９ → ３２千DM㌧／年
商業運転：２０２３年１１月予定

【需給環境】
フィリピン国内の電解メーカーは
ＭＶＣ社１社のみ。苛性ソー
ダのフィリピン内需は約８５千
㌧（年率５％成長）、不足
分は輸入に依存。

（ＭＶＣ社）

事業環境

主な施策
【会社概要】

設 立：１９７５年
所 在 国：インドネシア
事業内容：塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂(ＰＶＣ)の製造・販売

【能力増強】
生産能力：ＰＶＣ９３ → １１３千㌧／年
商業運転：２０２３年２月予定

【需給環境】
インドネシアは東南アジア有
数のＰＶＣ需要国、内需は
約６５０千㌧（年率５％
成長）。Ｓｔａｔｏｍｅ
ｒ社で生産するＰＶＣは全
量国内販売。 （Statomer社）

PT. Standard Polymer ＰＶＣデボトル増強

Mabuhay Vinyl Corporation 電解デボトル増強
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ウレタン原料事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【ＭＤＩ】
▪ 需要堅調も競合能力増強で市況は

弱含みと想定
【機能性ウレタン】
▪ ＨＤＩ系塗料硬化剤、ポリウレタンエ

ラストマーとも需要回復

【ＭＤＩ】
▪ 東南アジア・インドでの拡販推進、

海外スプリッター新設
【機能性ウレタン】
▪ ＨＤＩ誘導品能力増強
▪ ポリウレタンエラストマー能力増強
▪ 高付加価値ｲｿｼｱﾈｰﾄ事業へ参入

事業環境

主な施策

モノメリックＭＤＩは反応性が高く、品質の長期保持には冷凍
保管が必要。遠隔地へのバルク供給は困難。

海外需要地にスプリッターを設置することで、モノメリックＭＤＩ
のバルク供給が可能。大口顧客獲得に優位。

スプリッター
(蒸留分離設備)

モノメリック
ＭＤＩ

ポリメリック
ＭＤＩ

粗ＭＤＩ

（日本）
（海外需要地）

海外需要地にスプリッター (蒸留分離設備) 新設
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'18実績 '19実績 '20実績 '21実績 '24推定

ＭＤＩ／ベンゼン市況推移

ﾓﾉﾒﾘｯｸMDI ﾎﾟﾘﾒﾘｯｸMDI ベンゼン

（USD / t）
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石油化学事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【ポリエチレン】

【機能性ポリマー】

成長分野の生産能力増強、用途拡充による

シェア拡大

オ

レ

フ

ィ

ン

ポ

リ

マ

ー

低密度・高密度ポリエチレ

ン／ＥＶＡ（エチレン酢

酸ビニル共重合体）／メ

ルセン等

エチレン／プロピレン／キュ

メン／Ｃ４・Ｃ５留分等

合成ゴム（ＣＲ・ＣＳ

Ｍ）ペースト塩ビ／ＰＰ

Ｓ／石油樹脂等

販売・自消先拡充によるナフサクラッカー安定

高稼働維持、石化製品のケミカルリサイクル検

討着手

事業方針 主な製品

石

油

化

学

事

業

差別化・高付加価値化、販売価格ベースアッ

プによる収益拡大
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ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ

*1

*2 芳香族化

t-BA(ﾀｰｼｬﾘｰﾌﾞﾁﾙｱﾙｺｰﾙ)：MMA

の原料、S-C4を原料に生産

SS-C4(ｽﾍﾟﾝﾄ・ｽﾍﾟﾝﾄC4)：t-BA

生産後の残留分

S-C4(ｽﾍﾟﾝﾄC4)：ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ抽出

後の残留分

*3
Ｂ・Ｔ・Ｘ

C4留分

t-BA *3

SS-C4 *2

ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ

S-C4 *1

57

オレフィン事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 石化製品内需減少で将来的には国
内ナフサクラッカーは再編の可能性有り

▪ 当社は「中京地区でクラッカーを唯一
保有」＆「国内最大のエチレンバイ
ヤー」

▪ 省エネ・ＣＯ2削減対応が必要

事業環境

▪ 販売先多様化・各留分高付加価
値化によるクラッカー高稼働維持

▪ ガスタービン追加設置によるエネル
ギー効率化＆コスト競争力強化

▪ 脱炭素対応の適正なコスト負担・価
格転嫁

（オレフィンプラント） （ナフサクラッカー）

事業環境

主な施策

四日市事業所の製品フロー

Ｃ4留分の有効利用（研究開発中）

※各留分は外販も実施

t-BA

分解油 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ

C5･C9留分
石油樹脂

C4留分

B･T･X

塩 苛性ｿｰﾀﾞ ｵﾚﾌｨﾝ製品：

ｷｭﾒﾝ

＜大洋塩ﾋﾞ＞

水素

塩素

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

ﾅﾌｻ ｴﾁﾚﾝ 塩ﾋﾞﾓﾉﾏｰ 塩ﾋﾞ樹脂

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
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ポリエチレン事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

▪ 需要の伸びは環境問題（脱プラス
チック）で鈍化

▪ 北米・アジアでの新増設により供給超
過継続

▪ ＥＶＡは太陽電池封止材用途で需
要が堅調に増加

▪ 脱プラに影響されない機能商品への
更なるシフト・拡販

▪ 環境ニーズ対応（リサイクル・薄膜
化・モノマテリアル化）

▪ 販売価格のベースアップ（ナフサ以
外のコスト上昇分転嫁）

（高純度薬品容器）

高純度薬品容器用ＨＤＰＥ (高密度ポリエチレン)

半導体製造で使用され
る薬液の貯蔵・輸送容器
には高いクリーン性が求め
られる。
当社は独自の高活性触

媒を用いた重合プロセスに
より、不純物を低減した高
クリーンＨＤＰＥを開発。

メルセンＭ ～ イージーピール用途で海外積極展開 ～

プリン、カップ麺などの食品容器の蓋材
には、輸送・保管時は強固に接着でき、
利用時は容易に剥離できる接着剤（イ
ージーピール剤）が求められる。

メルセンＭは低温接着性に優れ、各種基材への接着が可能。
イージーピールは日本では当たり前だが、海外での認知は途上。

太陽電池封止材用ＥＶＡ (ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ共重合体)

ＥＶＡは太陽電池パネルの
封止材として、太陽電池セルの
固定・接着に使用。封止材に
は高い透明性・柔軟性・耐候
性が求められる。

ポリエチレン樹脂の環境ニーズ対応

モノマテリアル化
モノマテリアル製品はリサイク
ルが容易。ＰＥ樹脂だけで
顧客要求機能を実現。

リサイクル助剤
メルセンＳ添加で異種プラス
チック製品のリサイクルが可
能。

薄膜化
輸液バッグの薄膜化を推進。
薄くすることで滅菌時間短
縮。

紙化
脱プラで食品包材の紙化が
進む。紙包材向けの高機能
ﾗｲﾈｰﾄ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝを開発。

事業環境

主な施策
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合成ゴム事業 ／ Ⅲ．新中計～2024年度

【ＣＲ】
▪ 高度な製造ノウハウが参入障壁、

供給メーカーは限定
▪ 新興国需要が市場拡大を牽引
▪ 手術用手袋用途が近年安定成長

【ＣＳＭ】
▪ 当社はハイエンド向けで世界唯一の

供給メーカー（2009年デュポン社撤退）

【ＣＲ】
▪ ＣＮＦ複合材料の用途拡充・拡販
▪ 新系列増設（新興国需要取り込み）

【ＣＳＭ】
▪ 新系列増設によるＢＣＰ対応・収益

拡大を本格検討

クロロスルホン化ポリエチレン (ＣＳＭ) の特徴

ＣＳＭはバランスのとれた合成ゴム。主に自動車ゴム部品、
各種ホースのカバー材、電線被膜等で使用されている。

バンドー化学㈱ と共同開発提案した「伝動ベルト
をターゲットとしたＣＮＦ複合化ＣＲの低コスト製造
技術開発」がＮＥＤＯ助成事業に採択。
植物由来のＣＮＦは鉄の５分の１

の軽さで５倍以上の強度を有する。
樹脂やゴムの補強繊維としての応
用が期待される。
※ セルロースナノファイバーとは植物の構成要

素であるセルロースを工業的にナノレベルま
で解きほぐしたもの。

ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲﾊﾞｰ (CNF) 複合化ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ (CR)

手術用手袋素材の天然ゴムからＣＲへの代替

医療用手袋はアレルギー問題で天然ゴムから合成ゴムへ代替が
進む。装着感が重視される手術用手袋はＣＲへの代替が拡大。

事業環境

主な施策

【ゴム物性比較】 ◎優　○良　△可　×劣

CSM CR EPDM NBR SBR IIR NR

引張強さ ○ ○ △ ○ △ ○ ○
耐摩耗性 ◎ ○ △ ○ ○ ○ ○
圧縮永久歪 ○ ◎ ○ ◎ ○ △ ◎
気体保持性 ○ ○ △ ○ △ ◎ △
耐候性 ◎ ○ ◎ △ △ ○ △
耐オゾン性 ◎ ○ ◎ × × ○ ×
耐熱性 ◎ ○ ◎ △ △ ○ △
難燃性 ○ ○ × × × × ×
色調安定性 ◎ × ◎ ○ ○ ○ ○
塩酸 ◎ △ ◎ △ △ ○ △
硝酸 ◎ × ○ × × × ×
硫酸 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
アルカリ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
耐油性 ○ ○ × ◎ × × ×

物

理

性

質

耐

劣

化

性

耐

薬

品

性
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Ⅳ．参考資料
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献～省エネ・GHG削減～

【省エネ・ＧＨＧ削減】
関連SDGs

ＭＤＩ（ウレタン原料）
ＭＤＩはウレタン発泡体の製造で使用される主原料の一つ。気泡の中に空気

や断熱性の高いガスを閉じ込めることで、断熱効果が得られる。

ＴＯＹＯＣＡＴ（ウレタ

ン発泡触媒）

ＴＯＹＯＣＡＴは温暖化係数の低いウレタン発泡剤（次世代フロンＨＦ

Ｏ）に対応した発泡触媒。ウレタン断熱材のスプレー施工等で使用される。

ＰＶＣ（塩化ビニル樹

脂）
サッシ（窓枠）

塩ビ樹脂は断熱性が高く（樹脂は熱を伝えにくい）、耐候性・耐水性にも優れ

る。

アルミ部品
アルミニウムの製造ではボーキサイトを溶解してアルミナ分を抽出する際に大量の

苛性ソーダが使用される。アルミは自動車の軽量化に貢献。

ＬｉＢ（リチウムイオン電

池）正極材

リチウムイオン電池（充電・放電が可能な二次電池）正極材の製造では高品

質な苛性ソーダが使用される。

省エネ電解槽技術ライセンス
1995年に省エネ電解槽を開発し、国内外で技術をライセンス供与。電解プラン

トから排出されるＣＯ2を世界規模で大幅削減。

合成シリカ
低燃費タイヤの補強充填剤にシリカを使用すると、転がり抵抗性能（燃費に影

響）やウエットグリップ性能（濡れた路面でのグリップ力）が向上する。

石油樹脂
低燃費タイヤに石油樹脂を配合すると、転がり抵抗性能を悪化させずにウエット

グリップ性能を付与できる。

ＥＶＡ（エチレン酢酸ビ

ニル共重合体）

太陽光パネル（太陽電池

封止材）

ＥＶＡは耐候性・接着性・光透過性に優れ、太陽電池のセルを保護・封止す

るためのフィルム原料として使用される。

ジエチル亜鉛
太陽光パネル（透明導電

膜）

ジエチル亜鉛は薄膜系太陽電池の酸化亜鉛膜（透明導電膜）の原料として

用いられる。

ＣＦ3Ｉ（ヨウ化トリフル

オロメタン）
エッチング剤、消火剤

エッチング剤のフロンや消火剤のハロンの代替としてＣＦ3Ｉの需要が増加。温

暖化係数は「CF3I：CO2：ﾌﾛﾝ：ﾊﾛﾝ」＝「0.4：1：6,290：12,400」。

セメント
セメント製造時に廃棄物をリ

サイクル活用

様々な産業や自治体から排出される廃棄物・副産物を安全且つ大量にセメント

の原料及びセメント製造の代替燃料としてリサイクル活用。

製品名 用途 備考

苛性ソーダ

低燃費タイヤ

断熱材
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献 ～インフラ関連～

【インフラ関連】
関連SDGs

ポルトランドセメント 土木・建築工事
ポルトランドセメントは土木・建築工事で使用される最も汎用性の高いセメント。

国内で使用されるセメントの約７０％がポルトランドセメント。

高炉セメント
ダム、港湾等の大型土木工

事

高炉セメントはポルトランドセメントに製鉄所から出る高炉スラグ（鉱滓）の微粉

末を混合したセメント。長期にわたり強度が増進する特徴を有する。

上下水道用パイプ
塩ビ樹脂は耐久性に優れ、塩ビ製のパイプは数十年経っても新品同様の強度を

有する。耐薬品性にも優れる（酸・アルカリの両方に強い）。

電線被膜
塩ビ樹脂は電気絶縁性が高い。耐候性・難燃性にも優れ、また可塑剤で硬さを

自由に調整できる。

発電所での純水製造
発電所で使用する高純度な水を製造する装置。発電所では長期安全運転の

ため不純物を除去した純水を循環させ、蒸気にしてタービンを回す。

上水道施設での水の浄化
濁りや微量有害物質を除去する浄水処理や、活性炭やオゾンによる高度浄水

処理を行う装置。

下水道施設での排水処理
家庭や工場から出る排水を浄化する装置。富栄養化の原因となる窒素やリンの

除去も行う。

次亜塩素酸ナトリウム 上下水道施設での水の殺菌
塩素成分による殺菌。次亜塩素酸ナトリウムは水溶液の状態で保存・使用され

る。液体なので注入量の調整が容易。

ポリ塩化アルミニウム（Ｐ

ＡＣ）

上下水道施設での不純物の

凝集処理

ポリ塩化アルミニウムは上下水道の水処理で凝集剤（不純物を凝集して沈殿さ

せる）として使用される。

発光ダイオード（ＬＥ

Ｄ）用材料
信号機

電球式の信号機は西日が当たると点灯しているように見えることがあるが、LED

式はそのような現象を防止できる。

塩化カルシウム 融雪剤
塩化カルシウムは水と反応して多量の溶解熱を発生する。道路の凍結防止や

融雪用途で使用される。

重金属の不溶化（ごみ焼

却）

ごみ焼却で発生する飛灰には鉛等の有害な重金属が含まれる。飛灰は重金属

処理剤（薬剤）で重金属を不溶化した後、埋立処分される。

重金属の不溶化（排水処

理）

工場等から出る排水は重金属処理剤で有害な重金属を不溶化し、凝集剤で

沈降させた後、上澄みをろ過して放流される。

重金属処理剤

製品名 用途 備考

ＰＶＣ（塩化ビニル樹

脂）

水処理装置
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献 ～住宅関連～

【住宅関連】
関連SDGs

断熱材
ＭＤＩはウレタン発泡体の製造で使用される主原料の一つ。気泡の中に空気

や断熱性の高いガスを閉じ込めることで、断熱効果が得られる。

防水塗装
屋上等に液状のウレタン樹脂を塗って防水層を形成。塗る防水なので複雑な形

状でも使用可能。ウレタン樹脂は伸縮性が高く、ひび割れしにくい。

ＨＤＩ（ウレタン系無黄

変硬化剤）
外壁塗装

硬化剤にＨＤＩを使用したウレタン系塗料は紫外線で塗膜が黄変劣化しない

ため、耐久性が高い。

ＴＯＹＯＣＡＴ（ウレタ

ン発泡触媒）
断熱材

ＴＯＹＯＣＡＴは温暖化係数の低いウレタン発泡剤（次世代フロンＨＦ

Ｏ）に対応した発泡触媒。ウレタン断熱材のスプレー施工等で使用される。

サッシ（窓枠）
塩ビ樹脂は断熱性が高く（樹脂は熱を伝えにくい）、耐候性・耐水性にも優れ

る。

雨どい 塩ビ樹脂は耐候性・耐水性に優れ、金属のように錆びることがない。

防水シート
シート状の防水材を貼り合わせて防水層を形成。塩ビ樹脂は耐候性・耐水性に

優れ、また原料の半分以上が塩なので難燃性も有する。

外壁（サイディング） 塩ビ樹脂は耐候性・耐水性・断熱性に優れ、難燃性も有する。

壁紙
ペースト塩ビは粒子径が精密制御された特殊塩ビ。可塑剤を混ぜると常温で流

動性の良いペースト状になり、加工が容易。印刷適性も良い。

床材
ペースト塩ビは塩ビ樹脂同様に耐候性・耐水性に優れ、難燃性も有する。常温

成形可能（加工に熱不要）で省エネにも貢献。

ＥＶＡ（エチレン酢酸ビ

ニル共重合体）

太陽光パネル（太陽電池

封止材）

ＥＶＡは耐候性・接着性・光透過性に優れ、太陽電池のセルを保護・封止す

るためのフィルム原料として使用される。

ジエチル亜鉛
太陽光パネル（透明導電

膜）

ジエチル亜鉛は薄膜系太陽電池の酸化亜鉛膜（透明導電膜）の原料として

用いられる。

製品名 用途 備考

ＭＤＩ（ウレタン原料）

ＰＶＣ（塩化ビニル樹

脂）

ペースト塩ビ
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献 ～自動車関連～

【自動車関連】
関連SDGs

苛性ソーダ アルミ部品
アルミニウムの製造ではボーキサイトを溶解してアルミナ分を抽出する際に大量の

苛性ソーダが使用される。アルミは自動車の軽量化に貢献。

部品（リバウンドラバー等）
熱可塑性ウレタン樹脂（ＴＰＵ）はゴムのような弾力性と硬質プラスチックのよ

うな強靭さを合わせ持つ樹脂。

シートクッション
ウレタン発泡体は原料の配合比率等を変えることで様々な強度や弾性を持たせ

ることができる。

シートカバー
ウレタン製の合成皮革は不織布等の生地にポリウレタン樹脂を塗布して作られ

る。天然皮革に近い質感を有する。

ＨＤＩ（ウレタン系無黄

変硬化剤）
塗装（ウレタン系塗料）

硬化剤にＨＤＩを使用した塗料は紫外線で塗膜が黄変劣化せず、耐久性が

高い。

ＲＺＥＴＡ（ウレタン発

泡触媒）
シートクッション

ＲＺＥＴＡは触媒由来のVOC（揮発性有機化合物）を低減し、低臭気の

ウレタン発泡体製造を実現。

ＴＢＡ（臭素系難燃

剤）
電子回路基板

ＴＢＡは積層板（電子回路基板）に使用される臭素化エポキシに高い難燃

性を付与。自動車の電装化進展に伴い、需要が伸長。

ペースト塩ビ
防錆・石跳ね損傷防止用ア

ンダーボディーコート

ペースト塩ビは可塑剤を混ぜると常温で流動性の良いペースト状になり、スプレー

コーティングできる。接着性にも優れる。

ＣＲ（クロロプレンゴム）
部品（ベルト、ブーツ、ホース

等）

ＣＲは耐油性・耐薬品性・耐熱性・耐候性に優れ、機械的強度も備えた合成

ゴム。耐結晶グレードは低温下でも硬くなりにくい。

ＣＳＭ（クロロスルフォン

化ポリエチレン）
部品（各種ホース等）

ＣＳＭはＣＲ同様の特長を備え、耐熱性・耐候性等はＣＲに勝る。また、着

色しやすい合成ゴム。当社が世界唯一のメーカー。

ＰＰＳ（ポリフェニレンサ

ルファイド）
部品（エンジン周り）

ＰＰＳは耐熱性・寸法安定性に極めて優れたエンプラ。温度変化に対する耐

性が求められるエンジン周りの部品に使用される。車の軽量化にも貢献。

合成シリカ 低燃費タイヤ
低燃費タイヤの補強充填剤にシリカを使用すると、転がり抵抗性能（燃費に影

響）やウエットグリップ性能（濡れた路面でのグリップ力）が向上する。

ハイシリカゼオライト 排ガス浄化触媒
ハイシリカゼオライトはディーゼル車から排出される窒素酸化物（NOx）を化学

反応で分解させる際に触媒として使用される。

ＭＤＩ（ウレタン原料）

製品名 用途 備考
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献 ～ヘルスケア関連～

【ヘルスケア関連】
関連SDGs

グリコヘモグロビン分析計 糖尿病診断等
高速液体クロマトグラフィーの原理により、糖尿病診断や血糖コントロールの指標

となる血液中のヘモグロビン各成分を分離測定。

免疫測定装置・試薬 血液検査・尿検査
全自動エンザイムイムノアッセイにより、血液・尿中のタンパク質やホルモンなどの

生体成分を測定し、各種腫瘍・疾患の検査に使用。

遺伝子検査装置・試薬 感染症などの遺伝子検査
TRC法を原理とする小型の自動システムで、ウイルスや細菌の核酸精製・増幅・

検出を迅速に行い、各種感染症の検査に使用。

製薬用水製造装置 製薬用水の製造 医薬品の製造工程で用いる精製水を製造する装置。

ＴＦＥＡ（トリフルオロエ

タノール）
麻酔薬 ＴＦＥＡはフッ素化合物で、麻酔薬の原料に使用される。

ＬＤＰＥ（低密度ポリエ

チレン）
点眼容器 ＬＤＰＥは柔軟で衝撃・破裂に対する強度が高く、また耐薬品性に優れる。

Ｌ－ＬＤＰＥ（直鎖状

低密度ポリエチレン）
点滴用輸液バック

Ｌ－ＬＤＰＥはＬＤＰＥの特性を備え、加えて低温シール性が高い（低温で

袋体を圧着・密閉できる）。

ＣＲ（クロロプレンゴム） 手術用ゴム手袋
手袋にフィット感が求められる手術現場ではゴム手袋が使用される。合成ゴム素

材であれば天然ゴム由来のアレルギーを回避できる。

ジルコニア 歯科材料
ジルコニアは高い強度と靱性（脆くない）を持つファインセラミックスの原料。ジル

コニア製の義歯・差し歯は、天然歯に近い色調・透光感を有する。

医療用酸素 医療用酸素
医療用酸素の製造は高圧ガス保安法に加え、薬事法の規制（ガス濃度や性

状、純度試験等が定められている）を受ける。

胃腸薬 重曹には胃液の酸性を中和し、炎症を和らげる効果がある。

重曹は人工透析剤に使用される。腎不全で酸性に傾いた体液を弱アルカリ性に

戻すため、透析液にはアルカリ化剤として重曹が含まれる。

ＭＤＩ・TDI（ウレタン原

料）

ＭＤＩ・TDIは透析器のポッティング材（中空糸の両端部を束ねる接着剤）の

原料に使用される。ウレタンは血液適合性や接着性に優れる。

重曹（炭酸水素ナトリウ

ム）

人工透析

製品名 用途 備考
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（参考）当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品の社会貢献 ～電子分野関連～

【半導体・液晶・有機ＥＬ関連】
関連SDGs

HＤＰＥ（高密度ポリエ

チレン）
高純度薬品容器

半導体製造で使用される薬液の容器には高いクリーン性が求められる。独自の

高活性触媒を用いた重合プロセスで高クリーンＨＤＰＥを実現。

石英ガラスインゴット 石英ガラス製品の材料
石英ガラスは不純物が極めて少ないガラス（成分のほぼ全てが二酸化ケイ

素）。高純度且つ、耐熱性・光透過性・耐薬品性に優れる。

半導体製造用の治具
半導体製造治具には耐熱性・光透過性・耐薬品性に加え化学的純度（半導

体素材と反応しない）が求められる。石英ガラスはこれらを満たす材料。

ＦＰＤ用のフォトマスク基板
フォトマスク基板には高い光透過性が求められ、溶融石英（水晶の粉末を溶

融）よりも純度の高い合成石英（化学的に合成した石英）が使用される。

スパッタリングターゲット 薄膜形成材料
スパッタリングターゲットは半導体やフラットパネルディスプレイの製造工程でナノ単

位の金属薄膜を形成する際に使用される材料。

フォトレジストモノマー フォトレジストの材料 半導体製造で使用されるフォトレジストの材料。

高性能エッチングガス 半導体製造でのエッチング
3D-NANDの多層化に伴い、深堀り加工ができ、レジスト損傷の少ない（歩留

り向上）高性能エッチングガスが求められている。

高純度燐酸 半導体製造でのエッチング
不純物の少ない乾式法で製造した高純度燐酸。半導体製造のエッチング工程

で使用される。

超純水製造装置
半導体製造の洗浄工程等で使用される超純水（不純物を除去した水）を製

造する装置。洗浄水中の不純物は不良品の発生につながる。

機能水製造装置
超純水に洗浄機能を付与した水（水素水、オゾン水等）を製造する装置。洗

浄力の向上に加え、使用薬品の低減が図れる。

電子輸送材・正孔輸送

材
有機ＥＬの材料

有機ＥＬ用の電子輸送材及び正孔輸送材。有機ＥＬ素子は、透明陽極・正

孔輸送層・発光層・電子輸送層・陰極を順に積層させた構造を有する。

電子部品の洗浄

製品名 用途 備考

石英ガラス製品



TOSOH CORPORATION 67

≪注意事項≫

本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断し

た予想です。従いまして、今後の国内外の経済情勢や予測不可

能な要素等により、実際の業績は計画値と大幅に異なる可能

性があります。

（完）


